
平成 29年度 スポーツ教材活用実績報告書 

教材を活用していただいた内容について以下に記入をお願いします。 

記入日 平成    年   月   日 

団体名 
 

（都道府県：      ） 

報告者名  

使用教材 サッカーボール（3号球・4号球）／ タグラグビーセット （いずれかに○） 

活動実績 

(1)実施時期 

(2)使用者・人数 

(3)工夫した点  

(4)得られた効果 

(5)子どもたちの様子 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

スポーツ教材 

活用について 

質問 1 ご提供したスポーツ教材が、お役に立ったことを選択 （該当するものにいくつでも○）  

１． スポーツ機会を増やす  

２． スポーツの楽しさを味わわせる  

３． スポーツによる体力向上  

４． スポーツを通して精神面での成長を促す  

５． 指導内容の充実  

６． その他（                        ）  

質問 2 「スポーツ機会の充実に向けた新たな取り組み」において、どの程度有効に活

用されたか？（いちばん近いものをひとつだけ○）  

１． 計画通り、またはそれ以上の活用ができた  

２． 計画通りではないが、十分活用できた  

３． 従来の活動の中で活用できた  

４． 今年度の活動においては、活用できなかった  

質問 3 教材活用で、子どもたちの体力・運動能力の「向上につながったと思う」項目

を選択（該当するものにいくつでも○） 

１．走力（50m走など）    ２． 跳躍力（ジャンプ力、幅とびなど） 

３．投力（ボール投げなど）   ４．全身持久力（シャトルラン、持久走など） 

５．敏捷性（反復横とびなど） ６．筋持久力（腹筋運動など） 

７．柔軟性（長座体前屈など） ８．筋力（握力、背筋力など） 

９．平衡感覚（片足立ちなど）  １０．その他（               ） 

質問 4 教材活用で、子どもたちの「成長につながった」と思う項目を選択 

 （該当するものにいくつでも○） 

１．自分で考え行動する力 ２．忍耐力 ３．チャレンジ精神 ４．思いやりの心   

５．協調性 ６．集中力 ７．競争心 ８．リーダーシップ ９．技術力   

１０．自己効力感（自信） １１．その他（                 ） 

活用風景写真 活用風景の写真はメール（合計 10MB以内）にてお送りください。 

ご記入いただきましたら、メール webmaster@ymfs.jp または FAX 0538-32-1112 

にて、お送りください。（公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団 担当：平塚 宛） 


